
私たちは地域のみなさんの医療と福祉を支えて

健康で幸せな人生のお手伝いの一助となることを目指します

創刊号特別企画　安佐医師会病院　開院３周年を前に

あさがおあさがお
安佐医師会病院　病院だより

「安佐」地域を中心としたみなさまの「えがお」の花を咲かせます「安佐」地域を中心としたみなさまの「えがお」の花を咲かせます
あ さあ さ
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手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
当
院
は
開
院
か
ら
３
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、「
あ

の
旧
安
佐
市
民
病
院
の
跡
地
に
あ
る
病
院
っ
て
何
？
」

と
い
う
声
が
、
地
域
で
は
ま
だ
一
般
的
で
す
。
高
齢
者

数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
に
向
け
て
、
地
域

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
病
院
と
な
る
た
め
に
、
何
を
ど

の
よ
う
に
、
誰
に
伝
え
る
べ
き
な
の
か
を
探
る
こ
と
が
、

こ
の
広
報
誌
「
あ
さ
が
お
」（
安
佐
地
区
の
「
顔
の
見

え
る
関
係
」
を
略
し
た
も
の
）
の
狙
い
で
す
。

私
が
か
つ
て
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
安
佐
市
民
病
院

の
病
院
長
を
つ
と
め
て
い
た
と
き
の
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
な
く

し
て
高
度
急
性
期
な
し
」
で
し

た
。
高
度
急
性
期
の
機
能
に
特
化

す
る
に
は
、
そ
し
て
医
療
と
介
護

の
複
合
体
と
な
っ
た
救
急
に
効
率

的
に
対
応
す
る
に
は
地
域
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
の
想
い

で
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
理
念
に
従
っ
て
邁
進
し
、
平

均
在
院
日
数
を
８
日
ま
で
縮
め
、

１
万
４
０
０
０
人
の
新
規
入
院
患

者
、
６
５
０
０
台
の
救
急
車
受
け

入
れ
を
実
現
し
、
す
こ
し
満
足
し

て
、
安
佐
医
師
会
病
院
の
開
院
を

迎
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、「
地
域
知
ら
ず
」
の
「
地
域
語
り
」
で

あ
る
こ
と
を
、
身
に
染
み
て
感
じ
る
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。

「
そ
ん
な
病
院
、
知
ら
ん
よ
」
と
言
わ
れ
、
所
詮
は
、

高
度
急
性
期
と
い
う
上
か
ら
目
線
の
、
地
域
か
ら
は
誰

に
も
相
手
に
さ
れ
な
い
高
慢
な
態
度
で
あ
る
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
、
生
活
期
を
支
え

て
い
る
、
か
か
り
つ
け
医
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
施
設
職
員
、
老
人
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

自
治
会
に
認
知
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
か
？ 
ど
う
す
れ
ば
、

地
域
住
民
に
病
院
の
利
用
方
法
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

か
？
ど
う
す
れ
ば
、
フ
ラ
ッ
ト
な
目
線
で
生
活
期
の

方
々
か
ら
本
音
の
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る

か
？
そ
れ
が
、
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
課
題
で
す
。

ま
た
、
高
度
急
性
期
救
急
も
「
働
き
方
改
革
」
の
荒

波
を
受
け
て
、
縮
小
、
難
破
の
憂
き
目
に
遭
い
そ
う
な

状
況
で
す
。

こ
の
目
線
で
言
え
ば
、
ど
う
す
れ
ば
、
高
度
急
性
期

の
高
齢
者
救
急
の
一
助
に
な
れ
る
か
？
も
大
き
な
課

題
で
す
。

生
活
を
支
え
る
人
た
ち
に
認
知
さ
れ
、
高
齢
者
救
急

を
支
え
る
人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と

し
て
、
住
民
の
理
解
と
支
援
を
え
る
、
そ
の
３
方
向
へ

の
視
点
で
の
広
報
が
「
あ
さ
が
お
」
の
目
的
で
す
。

皆
様
か
ら
、
手
厳
し
い
意
見
が
い
た
だ
け
る
よ
う
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
読
い
た
だ
き
、
ご
誘

掖
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
あ
さ
が
お
」
創
刊
の
ご
あ
い
さ
つ

病院長あいさつ

安佐医師会病院　病院長

2病院だより



創刊号
一般社団法人安佐医師会あいさつ

こ
の
た
び
、「
病
院
だ
よ
り
」
創
刊
号
を
お
届
け
で
き
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院
開
設

ま
で
の
歩
み
や
経
緯
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
佐
医
師
会
病
院
は
、
旧
安
佐
市
民
病
院
の
建
て
替
え
を
契
機

と
し
た
議
論
の
中
で
、
広
島
県
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
き
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
他
の
地
区
に
先
駆
け
て
、
広
島
県
北
西
部
の
公
立
・

公
的
病
院
の
病
床
機
能
分
化
と
再
編
を
進
め
た
結
果
、
生
ま
れ
た

病
院
で
す
。
安
佐
医
師
会
病
院
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
82
床
と

緩
和
ケ
ア
病
床
20
床
の
計
１
０
２
床
を
有
し
、
同
じ
建
物
内
に
は

可
部
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
、
安
佐
准
看
護
学
院
、
広
島
市
北
部
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
、
安
佐
医
師
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
所
な
ど
、
安
佐
医
師
会
の
主
要
事
業
を
集
約
さ

せ
て
い
ま
す
。

開
院
か
ら
３
年
を
迎
え
、
着
実
に
成
長
を
遂
げ
、
運
営
の
基
盤

を
築
き
つ
つ
あ
る
段
階
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
安
佐
地

区
の
医
療
連
携
や
、
介
護
・
福
祉
な
ど
の
多
職
種
連
携
を
さ
ら
に

強
化
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
北
部
医

療
セ
ン
タ
ー
安
佐
市
民
病
院
を
中
心
と
し
た
、
地
域
医
療
完
結
型

の
大
き
な
拠
点
を
　
広
島
市
北
部
に
築
く
と
い
う
夢
を
抱
い
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安
佐
医
師
会
病
院
が
令
和
５
年
４
月
１
日
に
開
院
し
て
か
ら
、

３
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
地
域
の
皆
様
と
関

係
者
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
病
院
担
当
理
事
お
よ
び
病
院
運
営
委
員
会
副
委
員
長
と
し

て
、
病
院
運
営
に
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
の
成

果
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

当
初
、
病
床
稼
働
率
を
50
％
に
設
定
し
、
年
内
に
90
％
を
目
指

し
ま
し
た
が
、
４
月
の
稼
働
率
は
13
・
１
％
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
８
月
に
は
64
・
１
％
、
12
月
に
は
82
・
１
％

ま
で
上
昇
し
、
現
在
で
は
80
〜
90
％
を
維
持
し
て
お
り
、
目
標
を

ほ
ぼ
達
成
し
て
お
り
ま
す
。

急
性
期
病
院
か
ら
異
動
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
、
回
復
期

の
ペ
ー
ス
に
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
、
患
者
さ
ん
が
自
宅
で
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
を

重
ね
て
円
滑
に
退
院
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

開
院
１
年
目
の
12
月
に
は
病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
、「
素
晴
ら

し
い
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
緩
和
ケ
ア
病
床
の
開
設

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
先
生
方
に
向
け
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
入
院
の
受

け
入
れ
態
勢
や
そ
の
手
順
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
安
佐
北
区
や
安
佐
南
区
の
先
生
方
か
ら
の
紹
介
も
徐
々
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
介
護
施
設
、

会
員
の
先
生
方
か
ら
の
紹
介
を
さ
ら
に
増
や
し
、
よ
り
信
頼
さ
れ

る
病
院
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病院だより創刊号に寄せて
一般社団法人安佐医師会　会長　辻　　　勝三

安佐医師会病院の歩みを振り返って
一般社団法人安佐医師会　副会長・病院担当理事　大本　　　崇
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昭
和
47
年

　（
１
９
７
２
年
）
１
月
安
佐
地
区
病
院
組
合
設
立
（
可
部
町
、
安
古
市
町
、
佐
東

町
、
高
陽
町
、
祇
園
町
で
組
織
）。

３
月
病
院
開
設
許
可
。

４
月
可
部
町
が
広
島
市
に
合
併
。

８
月
祇
園
町
が
広
島
市
に
合
併
。

昭
和
48
年

　（
１
９
７
３
年
）
３
月
安
古
市
町
、
佐
東
町
、
高
陽
町
が
広
島
市
に
合
併
。

昭
和
55
年

　（
１
９
８
０
年
）
４
月
広
島
市
が
政
令
指
定
都
市
へ
移
行
。

５
月
旧
広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院
の
開
設
（
病
床
数
１
９
０

床
）。

平
成
４
年

　（
１
９
９
２
年
）
５
月
旧
広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院
北
館
の
竣
工
（
病
床
数

５
２
７
床
）。

平
成
27
年

　（
２
０
１
５
年
）
９
月
広
島
市
が
老
朽
化
・
狭
隘
化
等
に
よ
り
建
て
替
え
る
旧
安

佐
市
民
病
院
の
機
能
分
化
整
備
方
針
を
決
定
。
高
度
急
性

期
医
療
を
新
病
院
（
荒
下
地
区
）
へ
。
日
常
的
に
高
齢
者

等
の
地
域
住
民
が
受
診
で
き
る
機
能
を
現
在
地
の
北
館
に

残
置
し
、
再
整
備
す
る
方
針
。

平
成
28
年

　（
２
０
１
６
年
）
８
月
広
島
市
が
、
北
館
に
整
備
す
る
病
院
の
設
置
・
運
営
主
体

を
安
佐
医
師
会
に
要
請
。

平
成
29
年

　（
２
０
１
７
年
）
３
月
安
佐
医
師
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
安
佐
市
民
病
院
の
北

館
に
整
備
す
る
病
院
の
運
営
受
託
を
決
定
。

松
井
広
島
市
長
、
影
本
広
島
市
立
病
院
機
構
理
事
長
、
吉

川
安
佐
医
師
会
長
の
３
者
に
よ
る
病
院
の
設
置
・
運
営
に

向
け
た
合
意
書
を
締
結
。

平
成
30
年

　（
２
０
１
８
年
）
４
月
安
佐
医
師
会
内
に
安
佐
医
師
会
病
院
開
設
準
備
室
を
設
置

（
広
島
市
か
ら
の
派
遣
職
員
１
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
）。

10
月
第
１
回
広
島
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て
広

島
医
療
圏
北
部
地
域
に
お
け
る
公
立
・
公
的
病
院
再
編
計

画
を
承
認
。

平
成
31
年

　（
２
０
１
９
年
）
２
月
広
島
県
地
域
医
療
構
想
・
広
島
医
療
圏
北
部
地
域
に
お
け

る
効
率
・
公
的
病
院
再
編
計
画
を
厚
生
労
働
大
臣
が
承
認
。

安佐医師会病院開設までの経緯

　
・�

安
佐
市
民
病
院
　
５
２
７
床
　
→
　
４
３
４
床
（
精

神
病
床
20
床
を
新
設
）

　
・
安
佐
医
師
会
病
院
　
１
０
２
床
（
新
設
）

　
・�

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院
　
３
４
０
床
　
→
　
３
１
１
床

（
精
神
病
床
の
廃
止
）

　
・
安
芸
太
田
病
院
　
１
４
９
床
（
変
更
な
し
）

　
・�

北
広
島
町
豊
平
病
院
　
44
床
　
→
　
０
床
（
無
床
診

療
所
に
移
行
）

令
和
元
年

　（
２
０
１
９
年
）
４
月
旧
広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院
内
に
機
能
分
化
推
進
室
を
設

置
（
元
安
佐
市
民
病
院
副
看
護
部
長
の
中
林
ほ
か
２
名
か

ら
ス
タ
ー
ト
）、
安
佐
医
師
会
病
院
開
設
準
備
室
と
協
働

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
運
営
体
制

に
つ
い
て
検
討
を
開
始
。

令
和
２
年

　（
２
０
２
０
年
）
３
月
安
佐
医
師
会
病
院
運
営
シ
ス
テ
ム
計
画
を
策
定
。
計
画
に

沿
っ
て
人
員
確
保
、
各
部
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
運
用
手
順
、

医
療
機
器
・
什
器
備
品
の
設
定
な
ど
を
進
め
る
。

令
和
３
年

　（
２
０
２
１
年
）
３
月
広
島
市
立
病
院
機
構
に
お
い
て
北
館
の
改
修
工
事
を
着

工
。
広
島
市
が
改
修
工
事
費
を
負
担
（
安
佐
医
師
会
へ
は

無
償
貸
与
。
今
後
の
建
物
の
大
規
模
修
繕
及
び
設
備
機
器

の
保
全
も
負
担
）。

令
和
４
年

　（
２
０
２
２
年
）
５
月
広
島
市
立
病
院
機
構
が
移
転
新
築
し
た
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
安
佐
市
民
病
院
を
開
院
。

11
月
安
佐
医
師
会
理
事
会
に
お
い
て
、
安
佐
医
師
会
病
院
の
病

院
長
に
、
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
安
佐
市
民
病
院
病
院
長
及

び
安
佐
医
師
会
副
会
長
の
土
手
慶
五
を
任
命
。
総
看
護
師

長
に
は
、
安
佐
医
師
会
病
院
開
設
準
備
室
参
事
で
あ
り
、

元
安
佐
市
民
病
院
副
看
護
部
長
の
中
林
八
千
代
を
任
命
。

令
和
５
年

　（
２
０
２
３
年
）
３
月
安
佐
医
師
会
病
院
運
営
シ
ス
テ
ム
計
画
に
沿
っ
て
人
員
確

保
を
進
め
、
開
院
ま
で
に
、
医
師
５
名
、
看
護
職
67
名
ほ

か
合
計
99
名
を
確
保
。

４
月
松
井
広
島
市
長
、
竹
内
広
島
市
立
病
院
機
構
理
事
長
、
辻

安
佐
医
師
会
長
の
３
者
に
よ
る
管
理
運
営
協
定
書
を
締

結
。

安
佐
医
師
会
病
院
開
設
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創刊号

旧広島市立安佐市民病院

工事中の安佐医師会病院

開院した安佐医師会病院

5 2025年3月

安
佐
医
師
会
病
院
は
お
か
げ
さ
ま
で
開
院
３
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

開
院
ま
で
、
そ
し
て
開
院
し
て
か
ら
、
働
く
私
た
ち
も
様
々
な
思
い
を
胸
に

こ
の
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
思
い
、
そ
し
て
将
来
に
向
け
て
の
思
い
を
、
各
部
署
の
代
表
者
が

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特別企画 安
佐
医
師
会
病
院　

病
院
だ
よ
り

あ
さ
が
お  

創
刊
号

開
院
３
周
年
を
前
に

１　

副
院
長
・
総
看
護
師
長　

２　

緩
和
ケ
ア
病
棟
師
長

３　

薬
剤
科　

薬
剤
師
長

４　

地
域
連
携
室　

次
長

５　

地
域
連
携
室　

Ｍ
Ｓ
Ｗ

　
　

地
域
連
携
室　

Ｍ
Ｓ
Ｗ

６　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

技
師
長

７　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

Ｏ
Ｔ　

　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

Ｐ
Ｔ

８　

管
理
栄
養
科　

管
理
栄
養
士

９　

看
護
部　

ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

中
林
八
千
代

佐
々
木
恵
子

開　
　

浩
一

大
野　

公
一

松
崎
ち
な
つ

小
野　

る
み

的
場　

敏
子

丸
山　

頼
信

廣
戸　

菜
摘

杉
原　

里
加

河
野　

恵
美



令
和
元
年
、
私
は
安
佐
市
民
病
院
の
定

年
退
職
と
同
時
に
院
内
に
新
た
に
設
け
ら

れ
た
病
院
機
能
分
化
推
進
室
に
次
長
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
。
主
な
仕
事
は
、
移
転

建
替
え
を
担
当
す
る
安
佐
市
民
病
院
整
備

室
、
新
病
院
を
担
当
す
る
安
佐
医
師
会
開

設
準
備
室
の
メ
ン
バ
ー
と
新
病
院
整
備
に

向
け
た
様
々
な
協
議
を
医
療
者
目
線
で
行

う
こ
と
で
し
た
。

病
院
の
大
き
な
柱
は
そ
こ
で
働
く
人
々

で
す
。
新
た
な
病
院
を
開
設
す
る
に
は
、
看

護
師
だ
け
で
な
く
全
て
の
専
門
職
を
確
保

す
る
事
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
先
ず
は
、

私
の
同
期
や
退
職
予
定
者
か
ら
核
と
な
る

師
長
候
補
５
名
に
声
を
掛
け
、
第
二
の
人

生
を
新
た
な
病
院
づ
く
り
へ
と
誘
い
込
み
ま

し
た
。
そ
の
後
は
毎
年
、
薬
剤
師
、
検
査

技
師
、
管
理
栄
養
士
、
放
射
線
技
師
、
リ
ハ

ビ
リ
技
師
と
知
り
合
い
を
頼
り
に
就
職
を

特別企画

お
願
い
し
、
各
職
種
が
集
ま
っ
た
の
は
開

院
２
ヶ
月
前
の
令
和
５
年
２
月
で
し
た
。

と
り
わ
け
、
看
護
師
の
確
保
は
病
院
の

成
否
を
握
る
鍵
で
す
が
、
地
域
内
か
ら
の

転
職
の
懸
念
が
あ
る
た
め
一
般
公
募
は
行

わ
ず
広
島
市
立
病
院
機
構
へ
転
籍
の
募
集

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
各
応
募
者
と
面
談

し
機
能
分
化
後
の
病
院
の
役
割
に
つ
い
て

説
明
す
る
な
ど
し
、
22
名
が
転
籍
を
決
断

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
看
護
学
校

に
推
薦
を
お
願
い
し
、
新
人
４
名
を
開
院

よ
り
も
１
年
早
く
採
用
し
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
安
佐
市
民
病
院
で
研
修
を
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
看
護
師
18

名
、
新
人
看
護
師
５
名
、
新
人
准
看
護
師

３
名
を
追
加
採
用
で
き
、
な
ん
と
か
開
院

に
必
要
な
人
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

安
佐
医
師
会
病
院
の
特
徴
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
と
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
み
、
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
救
急
指
定
を

受
け
て
お
ら
ず
、
高
度
な
検
査
・
医
療
は

副院長・総看護師長
中林　八千代

行
え
ま
せ
ん
。
大
き
な
目
的
は
、
急
性
期

病
院
か
ら
の
ケ
ア
移
行
と
退
院
後
の
生
活

を
見
据
え
た
退
院
支
援
と
在
宅
療
養
中
の

患
者
さ
ん
の
受
入
れ
に
あ
り
ま
す
。
入
院

ま
で
の
生
活
背
景
と
入
院
目
的
、
患
者
さ

ん
・
ご
家
族
の
意
思
を
確
認
・
尊
重
し
な

が
ら
、
退
院
に
向
け
て
何
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
か
と
い
う
一
連
を
時
間
軸
で
把

握
し
多
職
種
で
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

は
言
っ
て
も
退
院
後
の
話
に
な
る
と
「
今

は
、
ま
だ
考
え
が
お
よ
び
ま
せ
ん
」
な

ど
、
悩
ま
れ
る
ご
家
族
も
多
く
お
ら
れ
ま

す
。
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
な
ど
に
つ

い
て
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
意

思
決
定
を
支
援
す
る
こ
と
で
、患
者
さ
ん
・

ご
家
族
の
最
終
着
地
点
を
見
い
だ
し
て
い

き
ま
す
。
あ
る
ご
家
族
は
、「
こ
ん
な
病

院
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
心
強
い
で
す
。」

と
安
堵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
体
制
が
開
院
当
初
か
ら
で

き
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と

い
っ
て
も
、
背
景
の
違
う
職
員
の
集
ま
り

で
す
か
ら
同
じ
用
語
で
も
異
な
る
受
け
止

め
方
を
し
た
り
、
手
順
が
以
前
の
職
場
と

違
っ
て
戸
惑
っ
た
り
と
様
々
な
困
難
が
あ

り
ま
し
た
。「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ

た
！
」
と
感
じ
た
看
護
師
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
予
想
し
て
い
た
患
者

像
よ
り
現
実
は
と
て
も
重
い
も
の
で
し
た
。

開
院
し
て
２
年
経
過
し
た
頃
に
は
業
務

の
流
れ
も
一
通
り
固
ま
り
、
多
種
多
様
な

診
療
科
か
ら
の
紹
介
に
も
慣
れ
、
少
し
ず

つ
で
す
が
退
院
支
援
に
意
識
が
向
き
始
め

て
い
ま
す
。
土
手
病
院
長
を
は
じ
め
医
師

た
ち
は
流
石
で
早
く
に
患
者
さ
ん
の
物
語

を
把
握
し
、
治
療
面
や
心
理
・
社
会
面
の

説
明
と
同
時
に
今
後
の
方
向
性
の
意
思
決

定
を
促
す
話
し
を
し
て
い
ま
す
。
高
度
急

性
期
か
ら
回
復
期
へ
、
そ
し
て
在
宅
・
施

設
へ
と
地
域
完
結
型
の
医
療
へ
と
機
能
分

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
安
佐
医
師
会
病
院

の
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
を
生
活
者
の
視
点
で
捉
え
て
退
院
後
に

必
要
な
援
助
を
考
え
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
病
院
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
切
れ
目
の
な
い
ケ
ア
移
行

が
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

安
佐
医
師
会
病
院
開
設
準
備
と
機
能
分
化
推
進

人
の
確
保
か
ら
ス
タ
ー
ト

入
院
か
ら
在
宅
ま
で
を
時
間
軸

で
捉
え
る

切
れ
目
の
な
い
ケ
ア
移
行

6病院だより



創刊号

安
佐
医
師
会
病
院
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
が

で
き
る
！
こ
れ
ま
で
安
佐
北
区
に
は
緩

和
ケ
ア
病
棟
は
無
く
、
こ
の
一
報
を
耳
に

し
た
多
く
の
方
が
喜
び
と
期
待
感
を
持
っ

た
と
思
い
ま
す
。「
緩
和
ケ
ア
に
携
わ
り

た
い
」
と
希
望
し
て
就
職
し
た
看
護
師
も

多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

４
月
に
向
田
副
院
長
と
私
は
、
配
属
さ
れ

た
看
護
師
と
お
互
い
の
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
一
人
ず
つ
の
面
接
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
は
様
々
で
す

が
、
約
半
数
が
病
棟
経
験
も
少
な
く
医
療

用
麻
薬
の
使
用
経
験
な
し
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
経
験
者
は
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
で
し
た
。

幸
い
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
患
者
受
入
は
５
月

連
休
後
で
し
た
の
で
、
他
病
棟
に
応
援
に

行
き
な
が
ら
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
の

伊
藤
主
任
看
護
師
を
中
心
に
、
ま
ず
は

「
緩
和
ケ
ア
と
は
」
か
ら
全
員
で
学
習
し

特別企画

て
い
き
ま
し
た
。
医
療
用
麻
薬
に
つ
い
て

は
、
模
擬
患
者
に
模
擬
処
方
箋
と
手
作
り

の
模
擬
麻
薬
で
取
り
扱
い
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
初
年
度
は
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
と
し
て
、
そ
の
要
件
を
満
た
し

な
が
ら
緩
和
ケ
ア
対
象
の
患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
全
員
で
ゼ
ロ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
も
あ
り
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
は
抜
群
で
、
新
し
い
薬
剤
や
処

置
を
始
め
る
と
き
は
一
致
団
結
し
て
い
く

姿
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

患
者
さ
ん
の
８
割
は
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
安
佐
市
民
病
院
か
ら
の
紹
介
で
す

が
、各
診
療
科
か
ら
入
院
の
相
談
が
あ
り
、

相
談
方
法
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。「
ど
の

よ
う
な
患
者
さ
ん
が
対
象
で
す
か
？
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
入
院
基
準
を
提
示
し
て
も
な
か
な
か

理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
た
め
、
現
在
一
人

一
人
相
談
を
受
け
な
が
ら
紹
介
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
連
携

に
つ
い
て
２
ヶ
月
に
１
度
、
会
議
を
持

ち
、
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
か
な
と
思
う
今

緩和ケア病棟師長
佐々木　恵子

日
こ
の
頃
で
す
。
ま
た
、「
家
に
帰
り
た

い
」
と
希
望
す
る
患
者
さ
ん
を
在
宅
医
や

訪
問
看
護
師
さ
ん
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ

ん
と
連
携
を
と
り
、
無
事
帰
っ
て
い
た
だ

け
た
患
者
さ
ん
も
数
名
あ
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
残
さ
れ
た
時
間
が
少
な
い
場
合
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
し
て
頂
き
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

開
設
時
の
面
接
で
は
「
が
ん
患
者
さ
ん

の
様
々
な
苦
痛
を
緩
和
し
て
穏
や
か
な
時

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
看
護
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
思
い
は
皆
共
通
し
て
い
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添

い
希
望
を
叶
え
て
い
く
こ
と
。
そ
の
全
て

を
叶
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
辛
さ
は
あ
り

ま
す
が
、
愛
犬
や
お
孫
さ
ん
と
会
え
て
嬉

し
そ
う
な
表
情
や
病
棟
内
で
の
夏
祭
り
や

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
演
奏
会
で
の
家
族
団
ら

ん
の
表
情
を
伺
う
と
こ
ち
ら
ま
で
嬉
し
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
遺
族
に
ご
家
族
と

の
写
真
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
送
付
す

る
と
、
感
謝
の
言
葉
と
近
況
が
綴
ら
れ
た

お
返
事
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
明
日

へ
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
歩
ず
つ
、
皆
で
安
佐
医
師
会
病
院
緩

和
ケ
ア
病
棟
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
毎
日

で
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
ま
で
の
道
の
り

ま
ず
は
「
緩
和
ケ
ア
と
は
」
か
ら

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
思
い
に

寄
り
添
う
こ
と

地
域
連
携
１
年
生

ある日のひなたぼっこ 七夕まつり

7 2025年3月



ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は
、
複
数
の
薬

を
同
時
に
服
用
し
て
い
る
状
態
を
指
し
ま

す
。
一
般
的
に
は
、
６
種
類
以
上
の
薬
を

服
用
す
る
場
合
を
指
し
、
特
に
高
齢
者
や

複
数
の
慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
は

薬
の
相
互
作
用
や
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
高

め
、ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
（
服
薬
の
遵
守
度
）

の
低
下
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
医
療
・
介

護
の
現
場
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
定
期
的
に
薬
の
見
直
し

を
行
い
、
不
要
な
薬
の
削
減
や
適
切
な
薬

物
療
法
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

〈
定
期
的
な
薬
剤
レ
ビ
ュ
ー
〉

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
改
善
に
は
、

特別企画

患
者
さ
ん
の
薬
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
そ
の
必
要
性
を
評
価
す
る
〝
薬
剤
レ

ビ
ュ
ー
〟
が
重
要
で
す
。
薬
剤
レ
ビ
ュ
ー

は
、
ま
ず
患
者
さ
ん
の
服
薬
歴
、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
使
用
状
況
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
な

ど
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
当
院
で
は
、
入
院
検
討
会
議
や
入

院
日
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
て
服
薬

内
容
を
評
価
し
、
入
院
早
期
か
ら
薬
剤
レ

ビ
ュ
ー
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

〈
処
方
の
適
正
化
〉

　
患
者
さ
ん
に
対
し
て
最
適
な
薬
物
治
療

を
提
供
す
る
た
め
に
、
処
方
さ
れ
た
薬
の

種
類
、
投
与
量
、
投
与
方
法
な
ど
を
評
価

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
や
調
整
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
薬
剤
科
で
は
患
者
さ
ん
の
年
齢
、
体
重
、

腎
機
能
や
肝
機
能
な
ど
を
確
認
し
、
各
薬

剤
の
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
考
慮
し

て
新
た
な
薬
物
治
療
の
提
案
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
相
互
作
用
を
確
認
し
、
不

適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
避
け
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
が
指
示

通
り
に
薬
を
服
用
で
き
る
よ
う
、
そ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
嗜
好
に
配
慮
し
、
服
薬

薬剤科　薬剤師長
開　浩一

が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。

〈
多
職
種
の
チ
ー
ム
で
連
携
〉

当
院
で
は
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
な

ど
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
し
、
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
薬
物
療
法
を
包
括
的
に
管
理

す
る
体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
入
院
日
に
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
、
専
門
職
が
互
い
に
情
報
共
有
し
、
薬

物
療
法
が
最
適
化
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
ま
す
。

〈
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
〉

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
改
善
の
た
め
に

は
、
服
薬
の
理
由
、
副
作
用
症
状
な
ど
を

患
者
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
正
し

く
服
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
専
門
用
語
を
避
け
〝
わ
か
り
や
す
い

言
葉
〟
で
説
明
す
る
と
と
も
に
、
患
者
さ

ん
が
質
問
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、
疑
問

や
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
過
度
に
薬
に
依
存
す

る
こ
と
な
く
、
食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習

慣
の
改
善
を
通
じ
て
病
気
を
管
理
で
き
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

〈
高
齢
者
に
特
化
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
〉

高
齢
者
の
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
で

は
、
可
能
な
限
り
処
方
さ
れ
る
薬
の
種
類

を
減
ら
し
、
簡
素
な
治
療
計
画
を
立
て
て

服
薬
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
機
能
が
低
下

し
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
薬
の
管

理
を
ご
家
族
や
介
護
者
と
連
携
し
て
行
い

ま
す
。

〈
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
の
活
用
〉

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
は
医
療
機
関
に
お

い
て
医
学
的
妥
当
性
や
経
済
性
等
を
踏
ま

え
て
作
成
さ
れ
た
医
薬
品
の
使
用
指
針

で
、
安
全
な
薬
物
治
療
を
患
者
さ
ん
へ
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
を
活

用
す
る
こ
と
が
、
必
要
最
小
限
の
薬
で
治

療
効
果
を
あ
げ
、〝
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

の
改
善
〟
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
全
体
で
使
用
さ
れ
る
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
リ
ー
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
ー
シ
ー
の
現
状
、
取
り
組
み
と
今
後
に
つ
い
て

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
改
善
へ
の

取
り
組
み

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
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創刊号

私
は
、
こ
れ
ま
で
感
染
管
理
の
専
従
者

と
し
て
院
内
感
染
対
策
一
筋
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
（
？
）
声
を
か

け
ら
れ
、
安
佐
医
師
会
病
院
で
再
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
が
…
配
属

先
は
地
域
連
携
室
で
全
く
の
未
経
験
で
あ

り
、
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
の
私
は
失
敗
の

連
続
で
不
安
は
増
幅
す
る
ば
か
り
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
病
院
長
（
室
長
）、
経

験
豊
富
な
看
護
師
を
は
じ
め
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）、
ク
ラ
ー

ク
な
ど
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
多
く

の
こ
と
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
徐
々
に

現
実
を
受
け
入
れ
、
前
向
き
に
取
り
組
む

こ
と
の
重
要
性
も
実
感
し
て
い
き
ま
し

た
。地

域
連
携
室
の
役
割
は
「
病
院
と
社
会

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
」、
患
者
さ
ん
・
ご
家

特別企画

族
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当

院
の
受
け
入
れ
は
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
転
院
だ
け
で
な
く
、
困
っ
て
い
る
地

域
の
み
な
さ
ま
の
た
め
に
、
下
り
の
救
急
、

在
宅
・
施
設
か
ら
の
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
訪
問
看
護
師
か
ら
の
入
院
依

頼
の
相
談
も
多
く
あ
り
ま
す
。
先
ず
は
お

電
話
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
患
者
紹
介

シ
ー
ト
・
紹
介
状
は
後
ほ
ど
で
構
い
ま
せ

ん
。高

度
急
性
期
病
院
に
送
る
程
で
は
な
い
、

ま
た
は
再
入
院
な
ど
の
場
合
は
直
接
当
院
に

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。
一
度
高
度
急
性
期

病
院
で
検
査
、
診
断
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た

ご
希
望
の
方
は
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

て
い
た
だ
き
、「
こ
の
状
態
で
あ
れ
ば
安
佐

医
師
会
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
言
わ

れ
れ
ば
直
ち
に
当
院
へ
ケ
ア
移
行
し
ま
す
。

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
時
に
「
診
断
後

は
安
佐
医
師
会
病
院
へ
！
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
と
な
り
ま
す
。

地域連携室　次長
大野　公一

こ
れ
が
「
下
り
の
救
急
」
で
す
の
で
、是
非
、

当
院
を
活
用
し
て
下
さ
い
。

Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
、
退
院
調
整
に
全
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
原
則

60
日
以
内
の
入
院
期
間
で
す
。
そ
の
限
ら

れ
た
入
院
期
間
内
に
介
護
申
請
、
区
分
変

更
、
家
屋
調
査
、
福
祉
用
具
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
導
入
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
訪
問
看

護
師
・
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
絡
調
整
な

ど
行
い
、
ケ
ア
移
行
に
向
け
て
奔
走
し
て

い
ま
す
。
な
か
に
は
ゴ
ミ
屋
敷
状
態
、
虐

待
な
ど
退
院
困
難
事
例
も
存
在
し
、
北
部

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
と

も
協
力
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

病
院
長
は
、
新
規
入
院
患
者
の
受
け
入

れ
に
向
け
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
医
院
に
向

け
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
開
催
、
地
域
の
住
民

の
み
な
さ
ん
に
向
け
て
の
お
寺
・
集
会
所

な
ど
多
く
の
講
演
、
週
１
回
の
無
料
よ
ろ

ず
相
談
、
高
齢
者
施
設
と
の
連
携
強
化
な

ど
な
ど
、
昼
飯
を
食
べ
る
暇
な
く
駆
け

回
っ
て
い
ま
す
（
マ
ジ
）。

ま
だ
ま
だ
安
佐
医
師
会
病
院
の
知
名
度

は
低
く
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
頂

く
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
で
信
頼
関
係
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
の

医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
施
設
訪
問

や
、
広
報
な
ど
を
行
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
電
話
対
応
で
は
忌

憚
の
な
い
情
報
交
換
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
「
支
え
る
人
」
を
「
支
え

る
病
院
」
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

新
規
入
院
患
者

行
き
先
に
困
っ
た
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
！

開
院
は
し
た
が
、
ち
ん
ぷ
ん
か

ん
ぷ
ん
！

下
り
の
救
急
も
！

退
院
支
援
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
！

認
知
度
ア
ッ
プ
が
大
切
！
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現
在
、
地
域
連
携
室
の
退
院
調
整
は
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
３
名
と
退
院
支
援
看
護
師
１
名
の

合
計
４
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

開
院
当
初
の
退
院
調
整
は
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
２
名
だ
け
で
し
た
。（
マ
ジ
？
）

し
か
も
２
名
と
も
前
職
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
経

験
は
な
か
っ
た
の
で
し
た
（
ホ
ン
ト
、
マ

ジ
！
）。

開
院
前
に
は
別
の
医
療
機
関
に
短
期
研

修
に
行
っ
て
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。〝
Ｍ
Ｓ
Ｗ
と
は
？
〟
か
ら
始
ま
っ
た

私
た
ち
は
、
頼
り
に
な
る
先
輩
方
に
恵
ま

特別企画

れ
て
的
確
な
ご
指
導
を
受
け
つ
つ
、
急
性

期
病
院
の
退
院
調
整
に
日
々
戸
惑
い
な
が

ら
も
（
先
生
厳
し
か
っ
た
ー
）、
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
院
２
ヶ
月
前
か
ら
は
病
院
開
設
準
備

室
に
所
属
し
、
実
務
に
向
け
て
の
準
備
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
開

院
し
て
か
ら
の
業
務
を
想
定
し
、
細
か
く

業
務
内
容
を
書
き
出
し
、そ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。
経
験
不

足
に
よ
る
不
安
も
あ
り
、
日
に
日
に
開
院

日
が
迫
る
中
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
焦
り
ば
か

り
が
募
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
で

私
た
ち
は
、「
円
滑
に
や
ろ
う
！
」
で
は
な

く
「〝
こ
の
病
院
に
入
院
し
て
良
か
っ
た
、

何
か
あ
っ
た
時
に
ま
た
相
談
し
よ
う
、
大

事
な
人
に
勧
め
た
い
病
院
だ
っ
た
〟と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

と
関
わ
ろ
う
！
」
と
、
決
め
た
の
で
し
た
。

開
院
し
て
感
じ
た
の
は
、
入
院
ま
で
の

生
活
背
景
と
入
院
目
的
を
明
確
に
す
る
こ

と
の
難
し
さ
で
す
。
ゴ
ミ
屋
敷
状
態
・
ア

地域連携室　MSW
小野　るみ

ル
コ
ー
ル
依
存
症
・
精
神
疾
患
・
生
活
保

護
・
身
寄
り
が
な
い
・
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
等
の

問
題
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
に
、
ど
う
支
援

を
し
て
良
い
か
悩
み
ま
し
た
。そ
の
都
度
、

医
師
・
看
護
師
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
薬
剤
師
・

管
理
栄
養
士
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
開
院

か
ら
現
在
ま
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
で
は
、
相
談
先
も
分
か
ら
ず
途
方

に
暮
れ
た
日
々
を
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。

退
院
調
整
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
介
護

保
険
な
ら
ぬ
自
立
保
険
（
土
手
病
院
長 

作
）
で
す
。
患
者
さ
ん
本
人
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に

は
介
護
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
立
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ
に
は
ど
う
す
る

か
？
か
か
り
つ
け
医
・
ケ
ア
マ
ネ
・
訪

問
看
護
・
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
等
が
連

携
し
て
、
患
者
さ
ん
の
在
宅
生
活
、
す
な

わ
ち
自
立
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

�

第
１
位
：
退
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
そ
の

後
の
元
気
な
生
活
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
時
！

　
→�

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
や
訪
問
看
護

の
み
な
さ
ん
か
ら
も
退
院
後
の
元
気

な
様
子
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
の
退

院
後
生
活
を
知
る
こ
と
は
私
達
の
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。

第
２
位
：
顔
の
見
え
る
関
係
が
築
け
た

時
！
土
手
病
院
長
が
日
々
言
わ
れ
て
い

る
「
顔
が
見
え
る
関
係
！
」
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。（
こ
れ
は
本
当
）

　
→�

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
や
訪
問
看
護
の
み
な

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
い
つ
も
助
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
在
宅
ケ
ア

チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
は
私
達
に
と
っ

て
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

高
齢
者
の
生
活
を
地
域
で
支
え
る
医
療
連
携
の
あ
り
方

退
院
支
援
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
！

嬉
し
か
っ
た
こ
と

地域連携室　MSW
松﨑　ちなつ

開
院
前
の
苦
労
話
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創刊号

患
者
さ
ん
の
生
活
環
境
も
含
め
、
自
宅

生
活
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

田
舎
に
住
ん
で
い
る
方
、
町
に
住
ん
で

い
る
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
戸
建
て
、
玄
関

ま
で
の
階
段
な
ど
、
居
住
環
境
に
よ
っ
て

も
、
か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
す
。
特
に
安

佐
北
区
に
あ
る
当
院
の
患
者
さ
ん
を
担
当

し
て
い
る
と
強
く
思
い
ま
す
。「
家
の
前

の
道
っ
て
弯
曲
し
て
る
～
（
汗
）」「
坂
道

エ
グ
～
（
急
す
ぎ
る
！
）」

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
実
際
に
現
場
に
行
き
、

患
者
さ
ん
と
一
緒
に
動
い
て
み
る
こ
と
、

ご
家
族
も
一
緒
に
動
き
の
確
認
を
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
患
者
さ
ん
の
多
く
は
家

の
中
に
入
る
ま
で
も
大
変
な
こ
と
が
多
い

の
も
実
情
で
す
が
、
自
宅
生
活
を
考
慮
し

た
退
院
支
援
を
行
う
こ
と
で
、「
入
院
中

に
は
出
来
た
の
に
家
で
は
出
来
な
い
」
と

特別企画

い
う
こ
と
が
な
く
、
安
心
し
て
「
家
に
帰

る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
自
身
や
ご
家
族
は
元
気
な
時

を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
病
気
や
怪
我
な
ど

に
よ
っ
て
体
力
が
落
ち
た
り
、
足
が
上
が

ら
な
く
な
っ
た
り
と
以
前
と
同
じ
様
に
体

を
動
か
す
こ
と
が
難
し
い
事
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
階
段
を
上
が
れ
な
い
場
合
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
は
身
体
機
能
を
考
慮
し
な
が
ら
、

手
す
り
の
設
置
を
提
案
し
た
り
、
ど
ち
ら

の
足
か
ら
上
が
る
と
良
い
か
、
ま
た
は
横

向
き
な
ら
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
な
ど
、
適
切
な
方
法
を
提
案
で
き

ま
す
。
住
宅
環
境
の
中
で
動
い
て
み
た
り
、

動
作
を
変
更
し
て
行
っ
て
み
た
り
、
福
祉

用
具
を
導
入
し
て
み
る
と
出
来
な
か
っ
た

こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。（
図
１
）

リハビリテーション科　技師長
的場　敏子

家
屋
訪
問
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
に

よ
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
練
習
に
早
速
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
作
練
習
や

運
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
宅
内
は
狭

く
通
常
の
車
椅
子
で
は
難
し
い
事
が
解
か

れ
ば
、小
回
り
の
き
く
車
椅
子
を
依
頼
し
、

乗
車
練
習
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
ご
家
族

の
介
助
指
導
が
必
要
な
ら
ば
、
実
際
に
ご

家
族
と
と
も
に
練
習
も
で
き
ま
す
。

実
際
に
自
宅
を
想
定
し
て
動
く
練
習
を

す
る
と
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
イ
メ
ー
ジ
が
わ

き
や
す
く
、
練
習
も
自
然
に
熱
が
入
り
ま

す
（
知
ら
な
い
か
ら
と
熱
が
入
ら
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
患
者
さ
ん
と
ご

家
族
と
も
問
題
点
が
共
有
し
や
す
く
、
目

的
意
識
が
よ
り
具
体
化
し
ま
す
。

実
際
の
高
さ
に
合
わ
せ
た
床
上
動
作
の

練
習
を
行
っ
た
り
、
坂
道
を
上
が
る
練
習

を
行
っ
た
り
、
階
段
20
段
を
上
が
る
練
習

を
し
た
り
、
浴
槽
が
ま
た
げ
る
か
な
ど
具

体
的
に
練
習
で
き
ま
す
。
細
か
い
こ
と
で

す
が
、
敷
物
や
こ
た
つ
の
布
団
な
ど
の
撤

去
が
患
者
さ
ん
の
転
倒
予
防
の
た
め
に
大

切
だ
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
月
３
回
程
度
の
件
数
で
、
家
屋

訪
問
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
自
宅
退
院
に
向
け
て
家
屋
訪
問
・

評
価
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
よ
り
も
出
動
し
や
す
い
環
境
が

整
い
、
比
較
的
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
実
際
に
患
者

さ
ん
が
退
院
さ
れ
て
か
ら
の
生
活
状
況
を

お
聞
き
し
、
参
考
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

家
屋
訪
問
調
査
を
と
お
し
た
生
活
支
援
の
取
り
組
み

入
院
患
者
を
対
象
と
し
た
自
宅
生
活

の
現
状
と
家
屋
訪
問
調
査
の
必
要
性

患
者
さ
ん
自
身
の
意
識
と
セ
ラ

ピ
ス
ト
目
線
の
違
い

家
屋
訪
問
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報

を
も
と
に
し
た
取
り
組
み
や
工
夫

こ
れ
か
ら
の
展
望
と
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
役
割
は

図�１　実際に浴槽に入る練習をしながら、
必要な福祉用具の検討と入り方の指導を
しています。
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当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
、

Ｐ
Ｔ
６
名
、
Ｏ
Ｔ
４
名
、
Ｓ
Ｔ
２
名
の
セ

ラ
ピ
ス
ト
が
常
勤
し
て
、
疾
患
別
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
集
団
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
院
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

の
入
院
患
者
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
で

複
合
疾
患
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

入
院
中
に
〝
大
き
な
問
題
〟
が
生
じ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
〝
大
き
な
問
題
〟
の
一
つ
が
転
倒

特別企画

転
落
で
す
。
転
倒
転
落
に
よ
り
骨
折
や
脳

挫
傷
な
ど
を
生
じ
る
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
は
さ
ら
に

低
下
し
、
入
院
期
間
が
伸
び
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
令
和
６
年
の
４
月
～
９
月
ま
で

の
転
倒
転
落
の
発
生
件
数
は
66
件
、
全

入
院
患
者
に
お
け
る
転
倒
転
落
率
は
０
・

５
％
で
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

で
は
入
院
時
に
、
①
年
齢
、
②Barthel 

Index

、
③
認
知
機
能
（H

D
S-R

）
を
評

価
し
て
転
倒
転
落
防
止
の
た
め
の
環
境
設

定
を
行
い
ま
す
。
各
項
目
別
に
み
た
発
生

件
数
は
図
の
と
お
り
で
す
。（
図
１
〜
３
）

入
院
時
の
リ
ス
ク
評
価
に
加
え
、
入
院

後
も
継
続
し
て
対
策

を
講
じ
ま
す
。
転
倒

転
落
の
発
生
要
因
は

「
内
的
要
因
・
外
的

要
因
・
行
動
要
因
」

の
３
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
当
院
で
は
多

職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
３
大
要
因
を
細

分
化
し
て
リ
ス
ク

リハビリテーション科　PT
廣戸　菜摘

を
抽
出
し
、
転
倒
転
落
を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
向

上
し
活
動
範
囲
が
拡
大
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
転
倒
転
落
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
万
が
一
、
転
倒
転
落
が
起
き
た
際
に

は
、
多
職
種
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い

転
倒
転
落
が
起
こ
っ
た
原
因
を
分
析
し
て

再
度
環
境
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

患
者
さ
ん
自
身
の
転
倒
転
落
防
止
へ
の
意

識
づ
け
と
し
て
「
病
棟
掲
示
板
」
を
活
用

し
た
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の
初
年
度
転
倒

転
落
率
は
０
・
77
％
で
す
が
、
今
年
度
は

０
・
50
％
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強
会
を
行
う
こ
と

で
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
や
意
識
が
向
上
し
、

様
々
な
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

入
院
患
者
の
在
宅
復
帰
の
た
め
に
は

Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向
上
が
必
須
で
す
。
し
か
し
、

活
動
範
囲
が
拡
大
す
る
と
転
倒
転
落
の
リ

ス
ク
が
増
加
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
は
リ
ハ
ビ
リ
を
通
し
患
者
さ
ん
の

動
作
レ
ベ
ル
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
些
細
な
変
化
で
も
多

職
種
と
密
に
情
報
共
有
を
行
い
、
未
然
に

転
倒
転
落
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
院
生
活
に
お
い
て
転
倒
・
転
落
の
現
状

そ
の
予
防
と
工
夫
、
取
り
組
み
に
つ
い
て

転
倒
転
落
防
止
へ
の
取
り
組
み

転
倒
転
落
防
止
へ
向
け
て
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
役
割
は

リハビリテーション科　OT
丸山　頼信

入
院
患
者
の
特
徴
と
転
倒
転
落

発
生
状
況

図１

図２

図３

図４
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創刊号

当
院
で
は
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行
・
Ａ
Ｄ
Ｌ

の
低
下
で
そ
の
ま
ま
自
宅
へ
帰
る
こ
と
が

難
し
い
方
、
環
境
調
整
（
独
居
・
室
内
環

境
調
整
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
の
検
討

等
）
が
必
要
と
い
っ
た
患
者
さ
ん
が
入
院

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
患
者
さ
ん
の

中
に
は
、
食
欲
不
振
や
嚥
下
機
能
の
低

下
・
疾
患
等
の
理
由
か
ら
食
事
が
進
ま
ず
、

結
果
と
し
て
低
栄
養
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
に
繋

が
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

加
齢
と
共
に
体
力
低
下
、
嚥
下
機
能
低

下
、
食
事
量
低
下
等
が
き
っ
か
け
で
、
フ

レ
イ
ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
進
み
栄
養
不

良
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
認
知
機
能
の
低
下
や

特別企画

食
べ
る
意
欲
の
低
下
、
寝
た
き
り
、
口
腔

機
能
の
衰
え
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま

す
。
口
腔
機
能
や
嚥
下
機
能
の
低
下
に
よ

り
、
食
べ
た
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

り
目
で
見
る
楽
し
み
が
欠
け
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
の
重

要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
発
的
に
食

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

ま
ず
は
口
か
ら
食
べ
て
栄
養
を
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
毎
日
の
食
事
は
、
食

べ
る
事
の
楽
し
み
や
生
き
が
い
に
直
結
し

管理栄養科　管理栄養士 
杉原　里加

ま
す
。
食
欲
不
振
の
方
に
は
付
加
食
・
麺

類
の
提
供
等
食
事
量
に
合
わ
せ
て
食
事
調

整
を
行
い
、
食
べ
ら
れ
る
物
を
食
べ
て
も

ら
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
郷
土
料

理
や
行
事
食
、
誕
生
日
の
お
楽
し
み
、
Ｂ

級
グ
ル
メ
な
ど
で
食
事
に
変
化
を
も
た
せ

て
飽
き
な
い
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
病
院
で
食
べ
て
い
た

食
事
を
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
指
導
し
た
調
理
方
法
を

実
行
し
て
も
ら
え
る
の
か
等
、
家
に
帰
っ

た
時
の
生
活
目
線
も
考
慮
し
て
伝
え
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

退
院
後
に
始
ま
る
在
宅
生
活
や
施
設
で

の
生
活
に
あ
た
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
食
生

活
に
向
け
た
調
整
が
必
要
で
す
。
医
師
・

看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
多
職
種
と
協
同
し
て
、
患
者
さ

ん
の
ご
家
族
向
け
の
調
理
指
導
や
そ
の
人

に
あ
っ
た
食
事
を
継
続
し
て
出
来
る
よ
う

に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
患
者
さ
ん
の

ご
家
族
に
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
提
供
で

き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
介
護
に
あ

わ
せ
た
食
事
や
調
理
方
法
の
紹
介
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
自
宅
生
活
に
向
け
て
栄
養
評
価
と
改
善

入
院
患
者
の
栄
養
状
態

栄
養
管
理
の
視
点
か
ら
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と

高
齢
者
に
お
け
る
栄
養
管
理
と
フ

レ
イ
ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
関
係

管
理
栄
養
士
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チハロウィン

ひな祭りB級グルメ（冷やし中華）
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当
院
で
は
看
護
補
助
者
の
こ
と
を
ケ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
、
通
称
ケ
ア
サ
ポ
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

開
院
当
初
、
４
階
病
棟
で
は
ケ
ア
サ
ポ

は
３
人
で
し
た
。
当
時
は
夜
勤
に
入
ら
ず

日
勤
だ
け
。
患
者
さ
ん
も
少
な
く
そ
れ
ほ

ど
業
務
も
忙
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
仕
事
の
分
担
が
曖
昧
だ
っ
た
た
め
、

皆
、
手
探
り
状
態
で
日
々
こ
な
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
要
介
助
者
も
含
め

て
患
者
さ
ん
は
増
え
て
、
毎
日
業
務
マ
ッ

ク
ス
状
態
。
ケ
ア
サ
ポ
も
６
人
に
増
え
た

も
の
の
時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す
が
、

み
ん
な
が
働
き
や
す
い
環
境
に
す
る
た
め

に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

特別企画

当
院
の
基
本
方
針
で
は
「
お
家
へ
帰
る

病
院
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
そ
ん
な
に

重
た
い
患
者
さ
ん
は
来
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば

多
く
の
患
者
さ
ん
は
認
知
症
が
あ
っ
た
り

Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低
い
た
め
、
移
動
・
移
乗
す
る

際
に
は
介
助
が
必
要
で
す
。
自
立
し
て
動

け
る
患
者
さ
ん
で
も
見
守
り
が
必
要
で
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。
会
話
が
成
り
立
た
な
い

事
も
あ
り
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
患
者
さ
ん
の
お
世
話
で
自
分
の
体
を

痛
め
る
こ
と
や
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

私
達
は
一
日
に
多
く
て
15
人
前
後
の
患

者
さ
ん
の
入
浴
介
助
を
１
～
２
人
で
こ

な
し
て
い
ま
す
。
入
浴
介
助
の
患
者
さ

ん
が
多
い
時
に
は
、
１
人
に
あ
ま
り
時

間
を
か
け
ら
れ
な
い
の
で
手
際
よ
く
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
患
者
さ
ん
に
少
し
で
も
自
立
し
て
も

ら
う
よ
う
に
促
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
し
て
も
ら
い
、
で
き
な
い
と
こ

ろ
は
お
手
伝
い
し
、
毎
回
汗
び
っ
し
ょ
り

看護部　ケアサポーター
河野　恵美

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
つ
き

も
の
で
、
患
者
さ
ん
自
身
が
浴
び
て
い
る

シ
ャ
ワ
ー
を
思
い
っ
切
り
か
ぶ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
意
外
に
体
力
の
い
る
仕
事

で
す
。

認
知
症
や
転
倒
リ
ス
ク
の
あ
る
患
者
さ

ん
に
は
加
圧
セ
ン
サ
ー
類
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
ベ
ッ
ド
の
柵
を
握
る
こ
と
で
セ
ン

サ
ー
が
反
応
し
て
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴

り
、
駆
け
つ
け
る
と
、「
ど
う
し
た
の
？
」

と
い
う
顔
で
患
者
さ
ん
に
見
ら
れ
ま
す
。

未
然
に
転
倒
を
防
ぐ
た
め
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
認
知
症
や
リ
ス
ク
の
あ
る
患
者
さ
ん

が
多
い
と
必
然
的
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
は
鳴

り
っ
放
し
で
止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
棟
を
い
つ
も
小
走
り
で
、
も
し
く
は
そ

の
部
屋
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。

以
前
、
夜
に
な
る
と
な
ぜ
か
元
気
に
な
り
、

車
椅
子
に
乗
っ
て
真
夜
中
の
病
棟
何
周
も

グ
ル
グ
ル
回
る
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
消
灯
時
間
も
と
っ
く
に
過
ぎ
て
お
り

病
棟
は
真
っ
暗
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
事

は
お
構
い
な
し
に
自
分
で
車
椅
子
を
こ
い

だ
り
手
す
り
を
伝
っ
て
進
ん
で
み
た
り
、

真
っ
暗
な
病
棟
を
何
周
も
散
歩
。
帰
り
た

い
思
い
が
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ケ
ア
サ
ポ
は
看
護
師
の
指
示
を
受
け
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
浴
介
助
、
食

事
介
助
、
排
泄
介
助
な
ど
患
者
さ
ん
の
身

体
に
触
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ケ
ア
の
研
修

や
実
践
指
導
を
受
け
な
が
ら
安
全
に
介
助

を
行
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

開
院
し
て
３
年
、
大
変
な
事
は
日
々

色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
に
、
そ
し
て
元
気
に

な
っ
て
い
か
れ
る
姿
に
い
つ
も
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

入
院
患
者
を
支
え
る
ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
現
状

３
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
今
で
は

６
人
に
！

患
者
さ
ん
の
介
助
で
の
苦
慮

ケ
ア
サ
ポ
の
仕
事

14病院だより



創刊号

安佐医師会病院
２年間の想い出

2023年3月
安佐医師会病院　開院式典
多くの来賓の皆さまから祝辞をいただき、地域
包括ケアシステムを支える病院として歩みを進
める決意を新たにしました。

2024年4月
病院研修会
開院して1年目、各職種が一堂に会して、医療制
度や病院の役目など再認識も含めた病院長の講演
を受けました。

2024年4月
ワールドカフェ
「風通しのよい職場創り」をテーマに、Carp
やSANFRECCEのユニフォームを着てリラッ
クスした雰囲気の中で話し合いを行いました。

2024年8月
６階病棟　夏祭り
半被姿の看護師が、かき氷、金魚すくい、太鼓
など用意して、入院という非日常を忘れて楽し
んでいただけるよう夏祭りを開催しました。

2024年3月
医療機能評価認定
病院開設前から初年度中
の認定を目標に一丸と
なって受審準備を進め、
無事認定を受けました
（3月8日付）。

2024年5月
太極拳教室
地域のみなさまがより健康に過ごせるよ
う、定期的に太極拳教室等の健康イベン
トを開催しています。

2025年2月
軒先パン屋「PESCA」さん
毎月2回、おいしい手作りパンを届けていただ
いています。職員のお昼に、明日の朝食にと
大好評です。一般の方もお買い求めされます。

開院より３年を迎える安佐医師会病院では、
患者さんや地域とつながる様々なイベントを行ってまいりました。
その一部をご紹介します。

編集後記

　広
報
委
員
会
で
は
、
こ
の
度
病
院
だ

よ
り
（
あ
さ
が
お
）
を
発
行
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
あ
さ
が
お
」

を
通
し
て
、
読
ん
で
い
た
だ
く
皆
様
に
、

安
佐
医
師
会
病
院
の
役
割
・
活
動
な
ど

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
当
院
は
一
般
病
床
が
な
く
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
緩
和
ケ
ア
病
棟

の
み
で
運
営
し
て
い
る
今
ま
で
に
な
い

病
院
で
す
。
ま
た
、
職
員
も
病
院
開
設

の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
職
員
同
士

の
連
携
、
備
品
一
つ
に
と
っ
て
も
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

開
院
前
や
、
開
院
し
て
か
ら
軌
道
に
乗

せ
る
ま
で
の
こ
の
２
年
間
、
多
く
の
苦

労
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
創
刊
号
で

は
、
安
佐
医
師
会
病
院
と
い
う
新
し
い

病
院
が
で
き
、
始
動
す
る
ま
で
の
職
員

の
苦
労
話
に
焦
点
を
当
て
、
生
の
声
を

ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　次
回
以
降
も
安
佐
医
師
会
病
院
の
取

り
組
み
や
、
安
佐
地
区
の
地
域
の
情
報

な
ど
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　取
材
や
原
稿
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
佐
医
師
会
病
院

　広
報
委
員
会

　
　三
浦 

友
美
子
・
鬼
村 

み
づ
き

15 2025年3月
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